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解
説
編
﹈は

じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
江
戸
東
京
博
物
館
蔵
「
我
等
御
預
同
心
当
時
御
作
事
方
定
普
請
同
心

出
役
近
田
又
右
衛
門
場
所
替
願
并
場
所
替
被
仰
付
候
迄
之
取
計
一
件
帳
」（
資
料
番

号90383361

）
と
い
う
、
長
い
表
題
が
つ
い
た
一
冊
の
資
料
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い

（
以
下
「
一
件
帳
」）。
文
政
年
間
に
幕
府
の
大
番
頭
で
あ
っ
た
酒
井
飛
騨
守
忠
蓋
（
若

狭
敦
賀
藩
主
、一
万
石
）は
、配
下
の
御
預
同
心
で
あ
る
近
田
又
右
衛
門
の「
場
所
替
」

に
関
す
る
諸
手
続
き
に
つ
い
て
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
八
月
か
ら
一
一
月
に
か

け
て
諸
方
と
取
り
交
わ
し
た
書
類
を
ま
と
め
て
「
一
件
帳
」
を
作
成
し
た
。
こ
れ
を

天
保
年
間
に
大
番
頭
を
勤
め
た
松
平
但
馬
守
忠
侃
（
寄
合
席
旗
本
、
五
千
石
）
が
酒

井
か
ら
借
り
受
け
て
筆
写
し
た
も
の
が
本
資
料
で
あ
る
。
縦
23
・
2
×
横
16
・
8
㎝
、

全
三
四
丁
の
縦
帳
で
、
地
に
「
同
心
場
所
替
一
件
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

場
所
替
の
「
場
所
」
と
は
、
旗
本
や
御
家
人
の
職
務
配
置
先
（
役
職
）
を
い
う
。

す
な
わ
ち
本
資
料
は
、
大
番
頭
御
預
同
心
（
以
下
、
大
番
同
心
）
の
近
田
又
右
衛
門

が
、
何
ら
か
の
事
情
で
別
の
役
職
に
配
置
替
え
と
な
っ
た
際
の
記
録
と
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
大
番
同
心
は
、
役
高
三
〇
俵
二
人
扶
持
、
一
代
抱
（
抱
席
と
も
い
う
）

の
御
家
人
で
あ
る
。
一
代
抱
と
は
、
あ
る
役
職
に
限
定
し
て
そ
の
身
一
代
に
か
ぎ
っ

て
召
抱
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。幕
府
官
僚
機
構
の
下
部
を
に
な
う
御
家
人
の
多
く
は
、

こ
の
一
代
抱
で
あ
っ
た
。
か
れ
ら
一
代
抱
の
御
家
人
は
、
本
来
、
特
定
役
職
の
熟
練

者
と
し
て
の
活
躍
が
求
め
ら
れ
、
他
の
役
職
（
他
場
所
と
い
う
）
へ
の
異
動
は
難
し

い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
研
究
で
、
一
代
抱
御
家
人
に
よ

る
様
々
な
形
で
の
場
所
替
に
関
す
る
事
例
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
幕
府
の
下
級
官
僚
の

人
員
配
置
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
本
資
料
が
述
べ
て
い
る
の
は
、
近

田
又
右
衛
門
と
い
う
大
番
同
心
が
「
心
願
」
に
よ
っ
て
他
場
所
へ
の
配
置
替
と
な
っ

（
１
）

（
２
）
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３
）

（
４
）
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５
）
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＊
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大番頭御預同心の場所替一件に関する資料（田原　昇）

た
一
事
例
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
当
時
の
頭
で
あ
っ
た
酒
井
忠
蓋
が
そ
の
顛
末
を

一
冊
の
記
録
に
留
め
た
こ
と
に
よ
り
、
従
来
、
く
わ
し
く
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

一
代
抱
御
家
人
の
場
所
替
に
お
け
る
手
続
上
の
流
れ
が
詳
細
に
追
え
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
の
場
所
替
研
究
の
一
助
と
な
る
資
料
と
い
え
よ
う
。

　

以
下
、
大
番
同
心
近
田
又
右
衛
門
の
場
所
替
の
様
子
を
追
い
つ
つ
、
こ
の
「
一
件

帳
」
の
概
要
を
紹
介
し
た
い
。
合
わ
せ
て
、
御
家
人
の
職
務
と
生
活
と
の
関
連
に
つ

い
て
、
近
田
の
場
所
替
事
情
か
ら
一
考
し
て
み
た
い
。

一　

大
番
組
と
は

　

将
軍
直
属
の
常
備
軍
に
五
番
方
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。
番
方
と
は
、
将
軍
の
警

衛
や
江
戸
城
の
守
備
と
い
っ
た
軍
事
に
関
す
る
役
職
の
総
称
で
、
当
番
ご
と
に
交
代

し
て
勤
務
す
る
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
つ
い
た
。
こ
の
番
方
の
主
軸
で
あ
る
大
番
組
・

書
院
番
組
・
小
姓
組
・
新
番
組
・
小
十
人
組
の
五
つ
を
五
番
方
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

五
番
方
の
う
ち
最
も
由
緒
が
古
く
、
そ
の
番
士
の
多
く
が
筋
目
あ
る
家
柄
の
者
か

ら
選
ば
れ
た
の
が
大
番
組
で
あ
る
。
徳
川
家
康
が
三
河
岡
崎
城
に
あ
っ
た
と
き
に
創

設
さ
れ
、
家
康
が
従
え
て
い
っ
た
今
川
家
・
武
田
家
・
北
条
家
な
ど
の
遺
臣
を
吸
収

し
て
強
力
な
軍
団
に
成
長
す
る
。
時
代
ご
と
に
多
少
の
増
減
は
あ
る
が
、
全
一
二
組
、

五
番
方
最
大
の
大
部
隊
と
な
っ
た
。

　

各
組
ご
と
に
大
番
頭
（
大
名
・
旗
本
役
、
役
高
五
千
石
）
が
一
人
い
て
、
そ
の
配

下
と
し
て
大
番
組
頭
（
旗
本
役
、
役
高
六
〇
〇
石
）
が
四
人
、
大
番
士
（
旗
本
役
、

役
高
二
〇
〇
俵
）
五
〇
人
が
い
た
。
そ
し
て
各
組
に
は
、
大
番
士
た
ち
の
補
佐
役
と

し
て
、
与
力
（
御
家
人
役
、
役
高
現
米
八
〇
石
な
ど
）
が
一
〇
騎
、
同
心
（
御
家
人

役
、
役
高
三
〇
俵
二
人
扶
持
）
が
二
〇
人
ず
つ
預
け
ら
れ
て
い
た
。
中
で
も
大
番
頭

は
、
五
千
石
の
大
身
旗
本
が
勤
め
る
の
み
な
ら
ず
、
と
き
に
一
万
石
級
の
大
名
が
勤

め
る
場
合
も
あ
る
格
式
高
い
役
職
で
あ
っ
た
。
事
実
、「
一
件
帳
」
の
作
成
者
で
あ

る
大
番
頭
酒
井
忠
蓋
は
大
名
で
、
そ
れ
を
筆
写
し
た
同
じ
く
大
番
頭
の
松
平
忠
侃
は

大
身
旗
本
で
あ
る
。
そ
し
て
近
田
又
右
衛
門
は
、
酒
井
忠
蓋
が
御
預
し
て
い
た
配
下

の
同
心
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

さ
て
、
大
番
組
の
職
務
で
あ
る
が
、
平
時
に
は
江
戸
城
二
丸
・
西
丸
な
ど
の
勤
番

に
あ
た
り
、
加
え
て
、
江
戸
市
中
警
戒
の
た
め
の
巡
回
に
あ
た
っ
て
い
た
。
ま
た
、

大
坂
城
・
京
都
二
条
城
を
警
備
す
る
た
め
、
一
年
交
替
で
そ
れ
ぞ
れ
二
組
ず
つ
が
上

方
に
在
番
し
て
い
た
。
実
は
こ
の
上
方
在
番
こ
そ
、
近
田
が
場
所
替
を
心
願
す
る
動

機
の
一
つ
と
な
っ
た
よ
う
な
の
で
あ
る
。

二　

近
田
又
右
衛
門
の
場
所
替
一
件

　

文
政
七
年
八
月
五
日
、
大
番
頭
酒
井
忠
蓋
配
下
の
月
番
与
力
両
名
に
対
し
、
同
じ

く
配
下
の
大
番
同
心
近
田
又
右
衛
門
か
ら
あ
る
心
願
書
（
記
事
03
）
が
、
同
心
小
頭

両
名
の
添
状
（
記
事
04
）
と
も
ど
も
提
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
近
田
は
場
所
替
を

「
兼
々
心
願
」
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
の
度
、
御
鎗
同
心
（
御
家
人
役
、
三
〇
俵
二

人
扶
持
）
に
「
明
跡
」（
欠
員
）
が
で
た
そ
う
な
の
で
、
御
鎗
同
心
へ
の
場
所
替
を

月
番
与
力
か
ら
酒
井
へ
「
御
執
成
」
し
て
欲
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
受
け
て
酒
井
は
、
ま
ず
八
月
七
日
に
作
事
奉
行
臼
井
筑
前
守
房
興
と
対
面

し
（
記
事
06
）、
そ
の
後
、
八
月
一
〇
日
か
ら
一
二
日
に
か
け
て
御
鎗
奉
行
能
勢
市

十
郎
頼
統
と
近
田
の
処
置
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
進
め
て
い
る
（
記
事
07
〜
10
）。

作
事
奉
行
（
旗
本
役
、
役
高
二
千
石
）
は
、
幕
府
関
連
施
設
の
建
築
に
関
す
る
監
督

長
官
で
、
御
鎗
奉
行
（
旗
本
役
、
役
高
二
千
石
）
は
御
鎗
同
心
の
頭
で
平
時
に
は
幕

府
の
御
鎗
を
管
理
し
戦
時
に
は
鎗
部
隊
を
率
い
た
役
職
で
あ
る
。
酒
井
が
ま
ず
作
事

奉
行
と
対
面
し
た
理
由
は
、
当
時
、
近
田
は
作
事
方
定
普
請
同
心
出
役
（
作
事
現
場

の
監
査
官
、
御
家
人
役
、
持
高
一
人
扶
持
）
と
し
て
「
出
役
」（
出
向
）
し
て
い
た

た
め
で
あ
り
、
そ
の
頭
で
あ
る
作
事
奉
行
か
ら
真
っ
先
に
了
解
を
と
る
必
要
が
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
酒
井
に
提
出
さ
れ
た
心
願
書
（
記
事
03
）
や
添
状
（
記
事
04
）
に
は

（
６
）

（26）
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「
兼
々
心
願
之
儀
御
座
候
」「
兼
々
御
場
所
替
之
儀
心
願
ニ
罷
在
候
」と
あ
る
の
み
で
、

近
田
が
場
所
替
を
願
い
出
た
事
情
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
近
田
は
心
願

書
提
出
の
折
に
頭
の
酒
井
へ
内
々
に
そ
の
事
情
を
く
わ
し
く
申
し
伝
え
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
作
事
奉
行
や
御
鎗
奉
行
と
の
調
整
が
済
ん
だ
後
、
八
月

十
三
日
に
酒
井
が
御
用
番
老
中
松
平
右
京
大
夫
輝
延
へ
提
出
し
た
同
心
場
所
替
願

（
記
事
12
）
に
は
、
近
田
又
右
衛
門
の
略
歴
に
加
え
場
所
替
を
心
願
す
る
に
い
た
っ

た
く
わ
し
い
事
情
が
端
的
に
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
近
田
は
、
文
化
一
〇
年
（
一
八
一
三
）
六
月
に
大
番
頭
山
口
但
馬
守
弘

致
配
下
の
御
預
同
心
近
田
定
蔵
の
明
跡
に
抱
入
と
な
り
、
同
一
二
年
一
二
月
に
は
作

事
方
定
普
請
同
心
出
役
と
な
る
。
以
後
、
心
願
書
提
出
の
時
ま
で
一
二
年
に
わ
た
っ

て
「
無
滞
」
勤
務
し
「
常
々
実
躰
御
奉
公
出
情
仕
」「
御
用
ニ
茂
相
立
」
と
の
評
価

を
受
け
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
実
父
が
「
久
々
病
気
」
と
な
り
、
し
か
も
「
追
々
及

老
年
候
」
た
め
「
日
勤
之
御
場
所
并
遠
國
在
番
等
相
勤
候
而
者
、
看
病
孝
養
共
行
届

兼
候
」
と
い
っ
た
状
況
と
な
る
。
そ
こ
で
こ
の
度
、
大
番
同
心
か
ら
御
鎗
同
心
へ
場

所
替
を
望
ん
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
「
日
勤
之
御
場
所
」（
日
々
出
勤
）、「
遠
國
在
番
等
」（
遠
隔
地
出

張
）
の
勤
務
と
は
、
作
事
方
定
普
請
同
心
出
役
（
出
向
先
）
と
大
番
同
心
（
本
籍
）

と
何
れ
の
状
況
を
指
す
も
の
な
の
か
。
作
事
方
定
普
請
同
心
出
役
は
、
多
く
の
建
築

現
場
を
か
か
え
て
い
る
幕
府
に
と
っ
て
、
作
事
場
所
を
巡
回
し
諸
職
人
の
監
査
を
お

こ
な
う
場
所
で
常
に
人
手
不
足
で
あ
っ
た
。
そ
こ
へ
出
向
さ
せ
ら
れ
た
近
田
は
、
お

そ
ら
く
有
能
な
人
物
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
結
果
、
一
人
扶
持
が
加
俸
さ
れ
た
と

は
い
え
日
々
業
務
に
忙
殺
さ
れ
る
場
所
で
あ
っ
た
。
し
か
も
作
事
場
所
に
よ
っ
て
は

遠
方
へ
の
出
張
も
あ
り
え
た
。
ま
た
先
述
の
通
り
、
大
番
組
に
し
て
も
上
方
在
番
が

あ
り
、
し
か
も
日
々
所
々
の
警
衛
・
巡
邏
を
も
っ
ぱ
ら
と
す
る
場
所
で
あ
っ
た
。
す

な
わ
ち
近
田
が
、
老
年
の
実
父
を
看
病
孝
養
す
る
た
め
に
は
、
出
向
先
か
ら
本
籍
へ

帰
属
し
た
だ
け
で
は
不
可
能
で
、
結
果
、
他
場
所
へ
の
配
置
替
え
を
心
願
せ
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
。「
日
勤
之
御
場
所
」「
遠
國
在
番
等
」と
は
作
事
方
定
普
請
同
心
出
役
、

大
番
同
心
の
両
方
を
念
頭
に
置
い
て
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

対
し
て
御
鎗
奉
行
は
、
平
時
に
は
特
に
職
務
も
な
く
式
日
に
出
仕
す
る
「
老
衰
場
」

と
も
呼
ば
れ
る
役
職
で
あ
り
、当
然
、配
下
の
御
鎗
同
心
も
ま
た
閑
暇
な
役
職
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
近
田
は
、
折
し
も
明
跡
の
生
じ
た
御
鎗
同
心
へ
の
場
所
替
に
よ
り
、
老

病
の
実
父
へ
孝
養
を
果
た
そ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

九
月
二
五
日
、
酒
井
が
提
出
し
た
同
心
場
所
替
願
（
記
事
12
）
が
受
理
さ
れ
た
と

の
申
達
が
、
同
日
の
詰
番
で
あ
っ
た
大
番
頭
小
笠
原
備
後
守
貞
哲
に
対
し
て
老
中
か

ら
伝
え
ら
れ
、
さ
ら
に
こ
の
申
達
が
小
笠
原
か
ら
酒
井
へ
と
伝
達
さ
れ
る
（
記
事
15

〜
18
）。そ
し
て
即
日
、酒
井
屋
敷
に
て
近
田
へ
心
願
受
理
の
こ
と
が
申
し
渡
さ
れ（
記

事
19
・
20
・
27
〜
30
）、
御
鎗
奉
行
能
勢
頼
統
と
作
事
奉
行
衆
へ
も
書
簡
に
て
伝
達

さ
れ
る
の
で
あ
る
（
記
事
21
〜
26
）。
翌
二
六
日
に
は
、
御
日
記
掛
り
大
目
付
朝
比

奈
河
内
守
昌
始
と
分
限
帳
掛
り
大
目
付
石
谷
周
防
守
清
豊
へ
酒
井
か
ら
記
録
処
理
の

こ
と
が
要
請
さ
れ
る
（
記
事
31
〜
34
）。
そ
し
て
同
じ
日
の
朝
、
大
番
与
力
黒
木
繁

八
に
召
し
連
れ
ら
れ
た
近
田
は
、
御
鎗
奉
行
能
勢
頼
統
方
へ
引
き
渡
さ
れ
、
近
田
又

右
衛
門
の
場
所
替
は
一
応
完
了
す
る
の
で
あ
っ
た
（
記
事
29
・
35
）。

三　

場
所
替
の
事
後
処
理

　

大
番
頭
酒
井
忠
蓋
か
ら
御
鎗
奉
行
能
勢
頼
統
へ
近
田
又
右
衞
門
の
引
き
渡
し
が
済

ん
だ
直
後
、
今
回
の
一
件
の
担
当
老
中
で
あ
る
松
平
輝
延
に
対
し
て
、
酒
井
か
ら
事

後
報
告
書
が
提
出
さ
れ
る
（
記
事
36
・
37
）。
さ
ら
に
近
田
の
場
所
替
一
件
の
顛
末

が
大
番
頭
の
同
役
衆
一
一
名
へ
廻
状
に
て
報
告
さ
れ
る
（
記
事
42
〜
44
）。
し
か
し
、

こ
れ
に
て
本
一
件
は
落
着
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
も
う
一
つ
重
要
な
案
件
が
残
さ
れ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
近
田
が
な
お
も
大
番
組
の
組
屋
敷
に
住
居
し
て
い

る
点
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
酒
井
は
、
引
き
渡
し
当
日
の
御
用
番
老
中
水
野
出
羽
守
忠
成
に
対
し
て
、

あ
る
届
書
を
提
出
す
る
。
す
な
わ
ち
、
組
屋
敷
引
き
払
い
ま
で
の
間
に
「
異
変
等
御
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座
候
節
」
は
、
組
屋
敷
関
係
は
「
私
御
預
之
者
共
一
纏
組
屋
敷
之
儀
ニ
茂
御
座
候
」

こ
と
な
の
で
酒
井
が
取
り
計
ら
い
、
身
分
関
係
は
能
勢
が
取
り
計
ら
う
と
い
う
の
で

あ
る
（
記
事
36
・
38
）。
こ
の
こ
と
は
同
時
に
配
下
の
月
番
与
力
へ
も
伝
え
ら
れ
（
記

事
45
・
46
）、
引
き
払
い
ま
で
の
指
針
と
な
る
。
そ
し
て
一
一
月
七
日
、
近
田
は
御

鎗
同
心
の
組
屋
敷
へ
と
引
き
移
り
、
こ
の
場
所
替
一
件
は
万
事
修
了
す
る
の
で
あ
っ

た
（
記
事
50
〜
53
）。

四　

場
所
替
か
ら
み
た
御
家
人
の
生
活

　

さ
て
、
近
田
又
右
衛
門
の
場
所
替
一
件
を
通
じ
て
、
一
代
抱
の
御
家
人
が
、
あ
る

役
職
か
ら
事
情
に
応
じ
て
他
場
所
へ
異
動
す
る
様
子
を
か
い
ま
見
た
。
そ
れ
で
は
近

田
の
事
例
は
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、

近
田
が
八
月
五
日
に
心
願
書
を
提
出
し
た
際
、
同
心
小
頭
両
名
の
添
状
と
と
も
に
提

出
し
た
例
書
（
場
所
替
の
先
例
書
）
か
ら
わ
か
る
（
記
事
05
、【
参
考
図
表
】
参
照
）。

近
田
は
こ
の
例
書
に
、
大
番
同
心
か
ら
の
例
を
三
つ
、
先
手
組
同
心
（
三
〇
俵
二
人

扶
持
）
で
作
事
方
定
普
請
同
心
出
役
と
な
っ
て
い
た
者
の
例
を
一
つ
あ
げ
て
い
る
。

近
田
の
事
例
も
含
め
て
み
て
み
る
と
、
全
体
と
し
て
場
所
替
前
と
後
で
そ
れ
ほ
ど
役

高
に
変
化
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
場
所
替
先

は
、
御
鎗
同
心
（
既
出
）、
御
納
戸
同
心
（
将
軍
の
衣
服
や
調
度
の
管
理
人
）、
御
金

同
心
（
御
金
蔵
の
管
理
人
）、
聖
堂
学
問
所
下
番
（
学
問
所
の
門
番
）
で
、
物
品
の

管
理
人
か
門
番
と
い
う
繁
多
と
は
言
い
難
い
雑
務
に
関
す
る
下
役
人
で
あ
る
。
残
念

な
が
ら
こ
の
例
書
か
ら
は
、
場
所
替
の
事
情
は
う
か
が
え
な
い
。
し
か
し
、
場
所
替

前
後
の
役
高
に
そ
れ
ほ
ど
の
変
化
が
な
く
、
か
つ
、
場
所
替
先
が
物
品
管
理
や
門
番

と
い
う
庶
務
雑
務
を
も
っ
ぱ
ら
と
す
る
点
な
ど
か
ら
し
て
、
こ
の
例
書
の
四
人
も
近

田
と
同
様
に
、
何
ら
か
の
事
情
で
「
日
勤
之
御
場
所
」「
遠
國
在
番
等
相
勤
候
」
場

所
か
ら
よ
り
閑
暇
な
場
所
へ
異
動
を
望
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
場
所
替
の
諸
事
例
か
ら
鑑
み
れ
ば
、
幕
府
の
官
僚
機
構
は
、
思
い
の
外

【参考図表】　「一件帳」例書よりみた場所替の事例

№ 名　　前 場所替の年月日 前後関係 役　　職　　名 役　　　　高

１ 津田藤右衛門 文政７年５月９日
場所替前 大番同心 30俵２人扶持

　〃　後 御納戸同心 持高

２ 栗原伴右衛門 文政６年７月10日
場所替前 大番同心 30俵２人扶持

　〃　後 御金同心 30俵３人扶持

３ 森田城右衛門 文化13年３月27日
場所替前 大番同心 30俵２人扶持

　〃　後 聖堂学問所下番 20俵２人扶持 勤金２両

４ 奥村吉太郎 文政６年７月10日
場所替後

御先手同心
作事方定普請同心出役

30俵２人扶持
持高１人扶持

　〃　後 御金同心 30俵３人扶持

参　考 近田又右衛門 文政７年９月25日
場所替前

大番同心
作事方定普請同心出役

30俵２人扶持
持高１人扶持

　〃　後 御鎗同心 30俵２人扶持

本表は、江戸東京博物館所蔵（資料番号90383361）「我等御預同心当時御作事方定普請同心出役近田又右衛門場
所替願并場所替被仰付候迄之取計一件帳」より作製した。

（28）
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柔
軟
な
組
織
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
、「
御
用
ニ
茂
相
立
候
者
」
で
あ

る
近
田
が
、
繁
多
な
作
事
方
定
普
請
同
心
出
役
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
一
方
、
同
じ
人

物
が
、
実
父
の
病
気
・
老
齢
に
臨
ん
で
閑
暇
な
御
鎗
同
心
へ
場
所
替
し
て
も
ら
え
る

様
に
、
そ
の
人
物
の
事
情
を
加
味
し
た
、
本
当
の
意
味
で
の
適
材
適
所
を
実
行
で
き

る
組
織
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
大
番
同
心
近
田
又
右
衛
門
の
場
所
替
一
件
を
通
じ
て
、
一
代
抱
と
い
う
、

一
代
に
わ
た
っ
て
原
則
的
に
は
特
定
役
職
で
の
活
躍
が
求
め
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
御

家
人
の
場
所
替
に
関
す
る
資
料
を
見
て
き
た
。
老
父
の
病
養
に
直
面
し
た
御
家
人
に

対
す
る
幕
府
の
い
わ
ば
「
御
憐
愍
」（
記
事
12
）
の
側
面
を
か
い
ま
見
た
わ
け
で
あ

る
が
、
こ
の
場
所
替
と
い
う
仕
組
み
を
つ
か
っ
て
、
よ
り
働
き
が
い
の
あ
る
（
実
入

り
の
あ
る
）
役
職
へ
場
所
替
を
は
た
す
御
家
人
も
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の

事
実
は
、
同
じ
「
一
件
帳
」
か
ら
明
ら
か
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

表
紙
に
「
酒
井
飛
騨
守
殿
留
借
写　

松
平
但
馬
守
」
と
あ
る
通
り
、
本
資
料
は
酒

井
か
ら
松
平
忠
侃
が
借
り
受
け
た
「
一
件
帳
」
を
筆
写
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
松
平

が
「
一
件
帳
」
を
借
り
受
け
た
事
情
は
、
記
事
53
に
貼
付
さ
れ
た
六
つ
の
掛
紙
・
押

紙
か
ら
読
み
取
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
記
事
53
か
ら
み
る
か
ぎ
り
、
天
保
年
間
に
大
番

頭
で
あ
っ
た
松
平
は
、
配
下
の
御
預
与
力
安
藤
源
之
進
が
町
奉
行
組
与
力
（
給
知

二
〇
〇
石
な
ど
）
の
明
跡
へ
場
所
替
を
願
っ
た
際
、
そ
の
手
続
き
の
手
順
を
知
る
た

め
に
借
り
受
け
た
よ
う
な
の
で
あ
る
（
＊1
掛
紙
）。
残
念
な
が
ら
安
藤
の
場
所
替
事

情
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
近
田
お
よ
び
【
参
考
図
表
】
に
あ
げ
た
例
書
の
四
人
と

大
き
く
異
な
る
様
相
が
場
所
替
先
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
大
番
与
力
と
町
奉

行
所
与
力
と
の
間
に
役
高
の
差
は
な
い
と
は
い
え
（
給
知
二
〇
〇
石
は
大
体
現
米

八
〇
石
に
相
当
）、
町
奉
行
所
与
力
は
町
方
住
民
と
の
深
い
交
流
を
通
じ
て
大
小
さ

ま
ざ
ま
な
役
得
を
得
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
安
田
に
よ

る
場
所
替
の
真
意
、
実
情
は
知
り
え
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
場
所
替
と
い
う
仕
組
み

の
利
用
手
段
と
し
て
、
一
考
し
て
も
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

何
れ
に
し
て
も
こ
の
「
一
件
帳
」
は
、
江
戸
幕
府
の
御
家
人
が
利
用
で
き
た
「
場

所
替
」
と
い
う
仕
組
み
が
判
明
す
る
の
み
な
ら
ず
、
実
父
の
病
気
・
老
齢
と
い
っ
た

事
態
に
直
面
し
た
御
家
人
の
職
務
に
対
す
る
意
識
の
一
端
が
か
い
ま
見
れ
る
、
地
味

な
が
ら
貴
重
な
資
料
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

【
註
】

（
１
） 

本
稿
で
紹
介
す
る
「
一
件
帳
」
は
、
学
校
法
人
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
涯
学
習
局
古
文
書
講
座
主

催
「
平
成
二
二
年
度　

古
文
書
夏
期
集
中
ス
ク
ー
リ
ン
グ
」（
平
成
二
二
年
（
二
〇
一
〇
）

八
月
二
八
日
開
催
）
に
お
け
る
講
座
（
田
原
昇
「
江
戸
幕
府
御
家
人
の
生
活
と
文
化
―
近

田
又
右
衞
門
場
所
替
一
件
を
通
じ
て
―
」）お
よ
び
同
講
座
内
容
を
ま
と
め
た
特
集
記
事（
田

原
昇
「
大
番
頭
御
預
同
心
の
場
所
替
一
件
」、『
古
文
書
通
信
』
八
七
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
、

二
〇
一
〇
年
）
で
す
で
に
紹
介
済
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
時
間
や
枚
数
な
ど
の
制
約
か
ら

一
部
の
記
事
を
紹
介
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
こ
で
今
回
の
資
料
紹
介
で
は
、
改
め
て
全

資
料
を
翻
刻
し
て
掲
載
し
、
か
つ
内
容
全
体
の
概
要
を
解
説
し
た
。

（
２
） 

本
稿
で
取
り
上
げ
る
幕
府
諸
役
職
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
、
つ
ぎ
の
資
料
を
主
に
参
照
し
た
。

『
古
事
類
苑
』
官
位
部
三
（
神
宮
司
庁
、
一
九
〇
五
年
、
吉
川
弘
文
館
に
よ
り
一
九
七
八

年
縮
刷
普
及
版
四
版
発
行
）、
松
平
太
郎
『
江
戸
時
代
制
度
の
研
究
』（
武
家
制
度
研
究
会
、

一
九
一
九
年
、
新
人
物
往
来
社
よ
り
一
九
九
三
年
復
刻
版
発
行
）、
笹
間
良
彦
『
江
戸
幕
府

役
職
集
成
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
六
五
年
、
一
九
九
九
年
新
装
版
発
行
）、
高
柳
金
芳
『
江

戸
時
代
御
家
人
の
生
活
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
二
年
）、
竹
内
誠
編
『
徳
川
幕
府
事
典
』

（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）、
大
石
学
編
『
江
戸
幕
府
大
事
典
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
九
年
）。

（
３
） 
江
戸
幕
府
に
お
け
る
一
代
抱
（
抱
席
）
御
家
人
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
田
原
昇
「
江
戸
幕

府
御
家
人
の
抱
入
と
暇
―
町
奉
行
所
組
同
心
を
事
例
に
―
」（『
日
本
歴
史
』
六
七
七
、

二
〇
〇
四
年
）
に
く
わ
し
い
。

（
４
） 

例
え
ば
南
和
男
氏
は
、
町
奉
行
所
与
力
・
同
心
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
「
与
力
・
同
心

は
と
も
に
抱
席
で
あ
る
が
事
実
上
は
世
襲
で
あ
り
、
幼
少
よ
り
見
習
と
し
て
奉
行
所
に
勤

（
７
）

（
８
）
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め
、
生
涯
奉
行
所
外
に
転
じ
る
こ
と
は
な
い
の
が
通
常
で
あ
っ
た
」
と
し
て
い
る
（
南
和

男
「
町
奉
行
―
享
保
以
降
を
中
心
と
し
て
―
」（『
江
戸
町
人
の
研
究
』
四
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
五
年
）
七
七
〜
八
六
頁
）。

（
５
） 
例
え
ば
筆
者
は
、
町
奉
行
所
同
心
が
、
一
度
、
御
暇
（
退
任
）
し
、
改
め
て
幕
府
の
他
場

所
へ
再
び
抱
入
れ
ら
れ
る
姿
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
前
掲
註
（
３
）
田
原
論
文

二
七
〜
三
一
頁
）。
ま
た
新
規
に
先
手
組
同
心
へ
召
抱
と
な
っ
た
井
上
貫
流
左
衞
門
が
火
付

盗
賊
改
加
役
出
役
、
作
事
方
定
普
請
同
心
出
役
、
作
事
方
勘
定
役
出
役
な
ど
を
経
て
、
勘

定
奉
行
所
普
請
役
へ
と
転
役
す
る
様
子
を
「
御
用
」
分
担
と
の
関
わ
り
か
ら
明
ら
か
に
し

て
い
る
（
田
原
昇
「
幕
府
普
請
役
の
「
御
用
」
分
担
と
経
歴
―
井
上
貫
流
左
衛
門
家
史
料

よ
り
―
」（『
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
調
査
報
告
書
第
一
八
集　

幕
臣
井
上
貫
流
左
衛
門

家
文
書
の
世
界
』（
二
〇
〇
六
年
）
四
八
〜
五
三
頁
）。

（
６
） 「
一
件
帳
」は
、場
所
替
手
続
き
の
概
要
を
日
付
順
に
ま
と
め
た
一
つ
書
で
は
じ
ま
る
記
事
と
、

そ
の
手
続
き
で
往
き
来
し
た
書
類
を
書
き
写
し
た
記
事
と
か
ら
な
る
。
今
回
の
資
料
翻
刻

で
は
、
日
付
が
変
更
と
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
日
付
を
上
部
欄
外
に
付
し
、
各
記
事
の
切

れ
目
ご
と
に
上
部
欄
外
に
01
〜
54
の
通
し
番
号
を
付
し
た
。
以
下
、
本
稿
で
は
、
こ
の
記

事
番
号
を
利
用
し
て
当
該
記
事
を
（
記
事
01
）
と
い
う
よ
う
に
指
示
し
た
い
。

（
７
） 

本
資
料
の
記
事
53
に
は
六
つ
の
掛
紙
あ
る
い
は
押
紙
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
掛
紙
・

押
紙
が
か
か
る
部
分
を
点
線
で
囲
み
＊1
〜
＊6
を
付
し
、
各
掛
紙
・
押
紙
の
内
容
は
記
事
53

の
文
末
に
＊1
〜
＊6
で
指
示
し
て
表
し
た
。

（
８
） 

町
奉
行
所
吏
員
の
収
入
・
役
得
に
つ
い
て
は
、
田
原
昇
「
町
奉
行
所
同
心
の
収
入
と
暮
ら

し
向
き
〜
お
手
当
と
役
得
と
〜
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
、『
れ
き
し
』
二
〇
〇
五
夏
号
№
九
〇
）

に
く
わ
し
い
。

 

﹇
資
料
編
﹈

【
凡
例
】

一 　

翻
刻
に
あ
た
り
、
可
能
な
限
り
原
本
の
様
式
を
残
し
た
が
、
編
集
の
都
合
に
よ

り
、
原
本
の
体
裁
を
損
な
わ
な
い
程
度
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
し
た
。

　

１ 　

表
題
・
年
月
日
・
差
出
・
宛
先
に
つ
い
て
は
行
取
り
通
り
を
基
本
と
し
た
。

但
し
、
肩
書
な
ど
誤
解
を
招
き
や
す
い
箇
所
に
つ
い
て
は
行
を
入
れ
替
え
る
な

ど
の
改
変
を
加
え
た
。
ま
た
、
地
の
文
は
原
則
と
し
て
追
い
込
み
と
し
た
。

　

２　

読
み
や
す
く
す
る
た
め
文
中
に
適
宜
読
点
（
、）
中
黒
（
・
）
を
付
し
た
。

　

３ 　

漢
字
は
、
正
字
体
で
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
ま
ま
と
し
、

異
体
字
は
正
字
体
・
常
用
体
に
改
め
た
。

　

４　

誤
字･

脱
字
は
そ
の
ま
ま
表
記
し
、
右
傍
に
（
マ
マ
）
を
付
し
た
。

　

５ 　

変
体
仮
名
は
、
原
則
と
し
て
現
行
の
表
記
に
改
め
た
。
但
し
、
助
詞
に
つ
い

て
は
原
則
と
し
て
そ
の
ま
ま
表
記
し
た
。

　

６　

合
字
は
す
べ
て
開
い
た
。

二 　

資
料
翻
刻
文
の
上
部
欄
外
に
は
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
日
付
が
か
わ
る
ご
と

に
日
付
を
付
し
た
。
ま
た
、
各
記
事
内
容
の
切
れ
目
ご
と
に
01
〜
54
の
番
号
を
付

し
た
。﹇
解
説
編
﹈
註
（
５
）
も
合
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

三 　

掛
紙
・
押
紙
が
あ
る
場
合
は
、ま
ず
紙
下
の
文
を
掲
載
し
、各
記
事
末
に
掛
紙
・

押
紙
の
内
容
を
掲
載
し
た
。
く
わ
し
く
は
﹇
解
説
編
﹈
註
（
６
）
も
合
わ
せ
て
参

照
さ
れ
た
い
。

四　

解
説
・
筆
耕
・
校
訂
・
編
集
は
田
原
昇
が
あ
た
っ
た
。

（30）
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【
翻
刻
文
】

 
 

（
表　

紙
）

　

文
政
七
甲
申
年

我
等
御
預
同
心
、
當
時
御
作
事
方
定
普
請
同
心

出
役
近
田
又
右
衛
門
場
所
替
願
并
場
所
替
被

仰
付
候
迠
之
取
計
一
件
帳

　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井
飛
騨
守
殿
留
借
写

　
　
　

従
八
月
至
九
月　
　
　

松
平
但
馬
守

（
本　

文
）

 
 

文
政
七
申
年
八
月

 

01 

一 

我
等
御
預
同
心
、
當
時
御
作
事
方
定
普
請
同
心
出
役
近
田
又
右
衛
門

兼
々
出マ

情マ

相
勤
御
用
ニ
茂
相
立
候
者
ニ
御
座
候
處
、
実
父
追
々
及
老

年
、
其
上
病
気
罷
在
、
日
勤
之
御
場
所
并
遠
國
在
番
等
相
勤
候
而
者

看
病
茂
行
届
兼
候
ニ
付
、
在
府
之
御
奉
公
相
勤
度
心
願
之
旨
、
月
番

与
力
鈴
木
五
郎
右
衛
門
罷
出
、
用
方
之
者
迠
申
出
候
間
承
置
、
願
書

為
差
出
候
様
為
申
渡
候

８
月
５
日 

　
　
　

八
月
五
日

 

02 

一 

月
番
与
力
鈴
木
五
郎
右
衛
門
罷
出
、
左
之
願
書
・
例
書
相
添
差
出
候

間
、
用
方
之
者
請
取
為
置
候

 

03 

　
　
　
　

奉
願
候
覚

 
 

　
　
　

 

私
儀
兼
々
心
願
之
儀
御
座
候
處
、
此
度
御
鎗
同
心
明
キ
茂
御
座

候
而
追
々
明
跡
被　

仰
付
茂
可
有
御
座
哉
ニ
承
及
候
ニ
付
、
何

卒
御
慈
悲
を
以
、
右
御
鎗
同
心
明
跡
江
御
願
被
成
下
候
様
仕
度

奉
願
上
候
、
此
段
宜
様
御
執
成
被
仰
上
可
被
下
候
、
奉
頼
候
、

以
上

　

 
 

　
　
　
　

文
政
七
申
年
八
月　

近
田
又
右
衛
門
印

 
 

　
　
　

桜
井
代
五
郎
殿

 
 

　
　
　

鈴
木
五
郎
右
衛
門
殿

 
 

　
　
　
　

上　
　
　
　
　
　
　
　

近
田
又
右
衛
門

 

04 

　
　
　
　

奉
願
候
覚

 
 

　
　
　

 

近
田
又
右
衛
門
儀
、
兼
々
御
場
所
替
之
儀
心
願
ニ
罷
在
候
処
、

此
度
御
鎗
同
心
御
入
人
御
座
候
旨
承
及
候
之
間
、
可
相
成
儀
ニ

御
座
候
者
、
右
御
場
所
江
御
願
被
下
置
候
様
又
右
衛
門
奉
願
上

候
通
、
私
共
同
様
平
御
同
心
儀
茂
奉
願
上
候
、
此
段
宜
様
御
執

成
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上

 
 

　
　
　
　

文
政
七
申
年
八
月　

石
川
半
太
夫
印

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
中
金
左
衛
門
印

 
 

　
　
　

桜
井
代
五
郎
殿

 
 

　
　
　

鈴
木
五
郎
右
衛
門
殿

 

05 

　
　
　
　
　
　

例
書

 
 

　
　
　
　

文
政
七
申
年
五
月
九
日

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井
但
馬
守
様
同
心

 
 

　
　
　
　
　

御
納
戸
同
心
江　
　
　

津
田
藤
右
衛
門

 
 

　
　
　
　

文
政
六
未
年
七
月
十
日

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井
大
和
守
様
同
心

 
 

　
　
　
　
　

御
金
同
心
江　
　
　
　

栗
原
伴
右
衛
門

上

近
田
又
右
衛
門
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文
化
十
三
子
年
三
月
廿
七
日

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
周
防
守
様
同
心

 
 

　
　
　
　
　

聖
堂
学
問
所
下
番
江　

森
田
城
右
衛
門

 
 

　
　
　

出
役
よ
り
場
所
替
之
例

 
 

　
　
　
　

文
政
六
未
年
七
月
十
日

 
 

　
　
　
　
　
　
　

御
先
手
頭

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
枝
中
務
様
組
同
心

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
作
事
方
定
普
請
同
心
出
役

 
 

　
　
　
　
　

御
金
同
心
江　
　
　
　

奥
村
吉
太
郎

 
 

　
　
　

右
之
通
御
座
候
、
以
上

 
 

　
　
　
　

申
八
月　
　
　
　
　

近
田
又
右
衛
門

８
月
７
日 

　
　
　

同
七
日

 

06 

一 

同
心
近
田
又
右
衛
門
、
此
度
場
所
替
相
願
候
ニ
付
、
近
々
御
用
番
之

御
老
中
方
江
可
申
上
と
存
候
、
然
ル
処
、
右
又
右
衛
門
當
時
御
作
事

方
定
普
請
同
心
出
役
之
者
ニ
付
、
此
節
右
心
願
之
筋
申
上
候
而
も
差

支
之
儀
も
無
之
哉
之
段
、
御
作
事
奉
行
臼
井
筑
州
江
今
日
我
等
詰
番

之
節
遂
面
会
及
懸
合
候
處
、
差
支
之
儀
無
之
旨
被
申
聞
候

８
月
10
日 

　
　
　

同
十
日

 

07 

一 

御
鎗
奉
行
能
勢
市
十
郎
よ
り
以
使
者
被
申
越
候
者
、
同
人
組
同
心
壱

人
明
跡
有
之
候
由
、
然
ル
処
、
我
等
同
心
近
田
又
右
衛
門
兼
而
心
願

之
趣
承
知
被
致
候
ニ
付
、
此
度
取
人
ニ
可
被
書
上
与
被
存
候
旨
、
右

ニ
付
打
合
被
申
越
候
、
承
知
之
旨
我
等
よ
り
茂
近
々
書
上
可
申
段
、

尤
、
日
合
之
儀
ハ
追
而
可
及
懸
合
旨
、
相
應
返
答
申
遣
候

８
月
12
日 

　
　
　

同
十
二
日

 

08 

一
御
鎗
奉
行
能
勢
市
十
郎
江
、
左
之
紙
面
差
遣
往
返
左
ニ
記

 

09 

　
　
　

 

以
手
紙
令
啓
上
候
、
然
者
、
一
昨
日
御
懸
合
有
之
候
拙
者
御
預

同
心
、
當
時
御
作
事
方
定
普
請
同
心
出
役
近
田
又
右
衛
門
儀
、

此
度
貴
様
御
組
同
心
明
跡
江
場
所
替
之
儀
相
願
候
ニ
付
承
届
、

明
十
三
日
於　

御
城
御
用
番
之
御
老
中
方
江
可
申
上
と
存
候
、

為
念
此
段
猶
又
得
御
意
候
、
以
上

 
 

　
　
　
　

八
月
十
二
日

 
 

　
　
　

能
勢
市
十
郎
様　

酒
井
飛
騨
守

 

10 

　
　
　

 

御
手
紙
拝
見
仕
候
、
然
者
、
一
昨
日
御
打
合
申
上
候
其
御
預
同

心
、
當
時
御
作
事
方
定
普
請
同
心
出
役
近
田
又
右
衛
門
儀
、
此

度
、
私
組
同
心
明
跡
江
場
所
替
之
儀
相
願
候
ニ
付
、
御
承
届
被

成
、
其
段
、
御
用
番
御
老
中
方
へ
明
十
三
日
於　

御
城
可
被
仰

上
、
右
之
段
被
仰
下
承
知
仕
候
、
左
候
ハ
ヽ
、
私
儀
者
明
十
三

日
御
用
番
松
平
右
京
太
夫
殿
御
登　

城
前
江
進
達
可
仕
候
、
右

貴
答
旁
如
此
御
座
候
、
以
上

 

　
　
　
　
　
　

八
月
十
二
日

 
 

　
　
　

酒
井
飛
騨
守
様　

能
勢
市
十
郎

８
月
13
日 

　
　
　

同
十
三
日

 

11 

一 

同
心
近
田
又
右
衛
門
心
願
之
場
所
、
御
鎗
同
心
壱
人
明
跡
有
之
候
ニ

付
、
左
之
進
達
書
自
書
ニ
而
相
認
、
今
日
詰
番
之
節
、
於　

御
城
御

用
番
松
平
右
京
太
夫
殿
江
以
立
阿
弥
致
進
達
候
處
、
被
成
御
請
取
候

 

12 
　
　
　

ミ
た
し

 
 

　
　
　
　

同
心
場
所
替
願　

酒
井
飛
騨
守

（32）
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大
御
番
頭

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井
飛
騨
守
御
預
同
心

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
田
又
右
衛
門

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
歳
三
十
五

 
 

　
　
　

 

右
又
右
衛
門
儀
、
文
化
十
酉
年
六
月
山
口
但
馬
守
御
預
同
心
近

田
定
蔵
跡
同
心
御
抱
入
相
成
、
同
十
二
亥
年
十
二
月
十
二
日
御

作
事
方
定
普
請
同
心
出
役
被　

仰
付
、
當
申
年
迠
無
滞
相
勤
、

常
々
実
躰
御
奉
公
出マ

情マ

仕
御
用
ニ
茂
相
立
候
者
ニ
奉
存
候
、
然

ル
処
、
右
又
右
衛
門
実
父
久
々
病
気
罷
在
、
其
上
追
々
及
老
年

候
ニ
付
、
日
勤
之
御
場
所
并
遠
國
在
番
等
相
勤
候
而
者
、
看
病

孝
養
共
行
届
兼
候
ニ
付
、
幸
、
此
度
御
鎗
奉
行
組
同
心
明
有
之

候
様
承
知
仕
候
、
何
卒
以
御
憐
愍
右
明
跡
被　

仰
付
被
下
候
様

 
 

　
　
　

仕
度
奉
願
候
、
依
之
、
此
段
申
上
候
、
以
上

 
 

　
　
　
　

申
八
月　
　
　

酒
井
飛
騨
守

 
 

　
　

上
封
し
美
濃
紙

 
 

　
　
　
　

書
付　
　
　

酒
井
飛
騨
守

 
 

　
　
　
　
　
　
　

正
印
之
裏
判
相
用
候

 

13 

一 

右
進
達
相
済
候
ニ
付
、
月
番
与
力
江
用
方
よ
り
、
左
之
以
紙
面
為
申

達
候

 

14 

　
　
　

 

以
手
紙
申
入
候
、
然
者
、
兼
々
被
御
申
聞
候
御
同
心
近
田
又
右

衛
門
場
所
替
願
之
儀
、
今
朝
御
用
番
松
平
右
京
太
夫
様
江
御
進

達
被
成
候
処
、
被
成
御
請
取
候
、
此
段
各
御
心
得
、
又
右
衛
門

江
茂
御
申
達
可
有
之
候
、
以
上

 
 

　
　
　
　

八
月
十
三
日

 
 

　
　
　

桜
井
代
五
郎
様

 
 

　
　
　

鈴
木
五
郎
右
衛
門
様　

用
方
五
人

９
月
25
日 

　
　
　

九
月
廿
五
日

 

15 

一 

今
日
詰
番
小
笠
原
備
後
守
よ
り
左
之
以
紙
面
御
書
付
壱
通
被
差
越
候

之
間
、
落
手
之
旨
及
相
答

 

16 

　
　
　

 

今
日
詰
番
之
處
、
松
平
右
京
太
夫
殿
以
立
阿
弥
被
成
御
渡
候
御

書
付
壱
通
差
進
申
候
、
可
被
成
御
落
手
候
、
尤
、
拙
者
直
御
答

申
達
候
、
以
上

 
 

　
　
　
　

九
月
廿
五
日

 
 

　
　
　

酒
井
飛
騨
守
様　

小
笠
原
備
後
守

 

17 

　

別
紙
御
書
付
左
ニ
記

 

18 

　
　
　

ミ
た
し

 
 

　
　
　
　

大
御
番
頭
江

 
 

　
　
　
　
　
　

酒
井
飛
騨
守
同
心

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　

近
田
又
右
衛
門

 
 

　
　
　

 

右
御
鑓
奉
行
能
勢
市
十
郎
組
同
心
明
跡
江
可
被
申
渡
候
、
尤
、

御
鑓
奉
行
可
被
談
候

 
19 
一 
右
ニ
付
、
月
番
与
力
江
左
之
紙
面
を
以
近
田
又
右
衛
門
江
相
達
候
儀

有
之
候
間
、
唯
今
罷
出
候
様
用
方
之
者
よ
り
為
申
遣
候

 
 

　
　

 
但
、
月
番
与
力
両
人
之
内
、
壱
人
者
今
日
當
番
ニ
而
二
丸
御
番
所

江
相
詰
居
候
間
、
残
り
与
力
一
名
ニ
而
為
申
達
候
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20 

　
　
　

 

以
手
紙
申
入
候
、
然
者
、
近
田
又
右
衛
門
江
御
用
之
儀
有
之
候

間
、
麻
上
下
着
用
、
唯
今
御
屋
敷
江
罷
出
候
様
御
申
達
可
有
之

候
、
尤
、
御
同
心
小
頭
壱
人
差
添
罷
出
候
様
、
是
又
御
申
達
可

有
之
候
、
且
、
其
節
各
之
内
御
壱
人
御
越
可
有
之
候
、
以
上

 
 

　
　
　
　

九
月
廿
五
日

 
 

　
　
　

黒
木
繁
八
様　

用
方
四
人

 

21 

一 

御
鎗
奉
行
能
勢
市
十
郎
へ
左
之
紙
面
を
以
引
渡
等
之
儀
、
掛
合
申
遣

往
返
共
左
ニ
記

 

22 

　
　
　

 

以
手
紙
令
啓
上
候
、
然
者
、
拙
者
御
預
同
心
近
田
又
右
衛
門
、

貴
様
御
組
同
心
明
跡
江
可
申
渡
旨
、
尤
、
貴
様
江
御
談
可
申
旨

今
日
松
平
右
京
大
夫
殿
以
御
書
付
被
仰
渡
候
付
、
則
、
御
書
付

之
趣
又
右
衛
門
江
申
渡
候
、
依
之
、
御
書
付
写
為
御
心
得
差
進

申
候
、
右
ニ
付
、
明
朝
與
力
差
添
御
引
渡
可
申
、
尤
、
何
時
御

宅
江
差
遣
可
申
哉
、
此
段
御
懸
合
可
得
御
意
、
如
斯
御
座
候
、

以
上

 
 

　
　
　
　

九
月
廿
五
日

 
 

　
　
　

能
勢
市
十
郎
様　

酒
井
飛
騨
守

 

23 

　
　
　

 

御
手
紙
拝
見
仕
候
、
然
者
、
御
預
同
心
近
田
又
右
衛
門
儀
、
拙

者
組
同
心
明
跡
江
可
被
仰
渡
旨
、
尤
、
拙
者
江
御
談
可
被
成
旨

今
日
松
平
右
京
太
夫
殿
御
書
付
を
以
被
仰
渡
候
付
、
則
、
御
書

付
之
趣
又
右
衛
門
江
被
仰
渡
候
、
依
之
、
御
書
付
写
為
心
得
被

遣
之
落
手
仕
候
、
右
ニ
付
明
朝
與
力
被
差
添
御
引
渡
可
被
下
、

尤
、
何
時
頃
可
被
遣
哉
、
御
問
合
之
趣
委
細
承
知
仕
候
、
明
朝

五
半
時
頃
被
遣
可
被
下
候
、
右
為
御
答
如
此
御
座
候
、
以
上

 
 

　
　
　
　

九
月
廿
五
日

 
 

　
　
　

酒
井
飛
騨
守
様　

能
勢
市
十
郎

 

24 

一 

右
又
右
衛
門
儀
、
是
迠
御
作
事
方
出
役
之
者
之
儀
故
、
御
作
事
奉
行

衆
江
左
之
紙
面
差
遣
ス
、
返
報
左
ニ
記

 

25 

　
　
　

 

以
手
紙
致
啓
上
候
、
然
者
、
拙
者
御
預
同
心
近
田
又
右
衛
門
御

鎗
奉
行
能
勢
市
十
郎
組
同
心
明
跡
江
可
申
渡
旨
、
今
日
松
平
右

京
大
夫
殿
以
御
書
付
被
仰
渡
候
ニ
付
、
御
書
付
之
趣
又
右
衛
門

江
申
渡
候
、
右
者
御
作
事
方
出
役
之
者
之
儀
ニ
も
有
之
候
間
、

為
御
心
得
可
得
御
意
如
此
御
座
候
、
以
上

 
 

　
　
　
　

九
月
廿
五
日

 
 

　
　
　

臼
井
筑
前
守
様

 
 

　
　
　

佐
野
肥
後
守
様　

酒
井
飛
騨
守

 

26 

　
　
　

 

御
手
紙
拝
見
仕
候
、
然
者
、
御
手
前
様
御
預
同
心
近
田
又
右
衛

門
、
御
鎗
奉
行
能
勢
市
十
郎
組
同
心
明
跡
江
可
被
御
申
渡
旨
、

今
日
右
京
太
夫
殿
御
書
付
を
以
被
仰
渡
候
ニ
付
、
御
書
付
之
趣

又
右
衛
門
江
被
仰
渡
候
、
右
者
御
作
事
方
出
役
之
者
之
儀
ニ
有

之
候
間
、
被
仰
越
候
御
紙
面
之
趣
承
知
仕
候
、
尤
、
御
紙
面
之

趣
同
役
江
も
相
達
可
申
候
、
以
上

 
 

　
　
　
　

九
月
廿
五
日

 
 

　
　
　

酒
井
飛
騨
守
様　

臼
井
筑
前
守

 
27 
一 

夕
七
時
過
、
月
番
與
力
黒
木
繁
八
・
同
心
小
頭
山
中
金
左
衛
門
差
添

近
田
又
右
衛
門
罷
出
候
間
、
於
例
席
用
方
之
者
列
座
、
左
之
書
付
を

以
申
渡
候

（34）
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28 

　
　
　
　
　
　
　
　

近
田
又
右
衛
門

 
 

　
　
　

 

其
方
儀
、
御
鎗
奉
行
能
勢
市
十
郎
組
同
心
明
跡
江
可
申
渡
旨
、

松
平
右
京
太
夫
殿
以
御
書
付
被
仰
渡
候
間
、
得
其
意
入
念
可
相

勤
候

 
 

　
　
　

右
用
紙
肌
吉
半
切

 

29 

一 

右
申
渡
相
済
、
明
廿
六
日
五
半
時
能
勢
市
十
郎
宅
江
与
力
共
差
添
、

為
引
渡
罷
越
候
様
繁
八
江
為
申
渡
候

 

30 

一
近
田
又
右
衛
門
儀
、
礼
玄
関
ニ
而
取
手
通
申
置
候

９
月
26
日 

　
　
　

同
廿
六
日

 

31 

一 

御
日
記
掛
り
大
目
付
朝
比
奈
河
州
・
分
限
帳
懸
り
石
谷
防
州
江
左
之

達
書
認
、
今
日
我
等
詰
番
之
節
相
達
ス

 

32 

　
　
　
　

朝
比
奈
河
内
守
殿　

酒
井
飛
騨
守

 
 

　
　
　
　
　
　
　

酒
井
飛
騨
守
御
預
同
心

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
田
又
右
衛
門

 
 

　
　
　

 

右
又
右
衛
門
儀
、
御
鎗
奉
行
能
勢
市
十
郎
組
同
心
明
跡
江
可
申

渡
旨
、
昨
廿
五
日
松
平
右
京
太
夫
殿
以
御
書
付
被
仰
渡
候
付
、

其
段
又
右
衛
門
江
申
渡
候
、
依
之
、
御
達
申
候
、
以
上

 
 

　
　
　
　

九
月
廿
六
日　

酒
井
飛
騨
守

 
 

　
　
　

朝
比
奈
河
内
守
様

 

33 

　
　
　
　

石
谷
周
防
守
殿　

酒
井
飛
騨
守

 
 

　
　
　

 

拙
者
御
預
同
心
壱
人
、
御
鎗
奉
行
能
勢
市
十
郎
組
同
心
明
跡
江

被　

仰
付
候
付
、
分
限
高
〆
書
致
相
違
候
、
依
之
、
御
達
申
候
、

尤
、
分
限
帳
者
追
而
引
替
可
申
候
、
以
上

 
 

　
　
　
　

九
月
廿
六
日　

酒
井
飛
騨
守

 
 

　
　
　

石
谷
周
防
守
様

 

34 

一 

大
目
付
江
相
達
候
分
限
帳
末
之
処
、
與
力
同
心
短
冊
人
数
〆
書
認
直

し
相
達
候
、
尤
、
達
書
者
組
之
内
ニ
も
増
減
之
儀
一
紙
ニ
認
込
候
、

公
邊
留
ニ
有
之
、
爰
ニ
略
ス

 

35 

一 

與
力
黒
木
繁
八
罷
出
、
昨
夕
申
渡
候
通
、
今
朝
能
勢
市
十
郎
方
江
近

田
又
右
衛
門
召
連
罷
越
、
用
人
共
江
面
會
、
我
等
口
上
相
應
申
述
、

又
右
衛
門
引
渡
候
旨
申
達
、
則
、
用
人
共
江
引
渡
候
段
、
尤
、
市
十

郎
ニ
も
逢
被
申
候
由
、
繁
八
罷
帰
届
申
聞
候

 

36 

一 

右
近
田
又
右
衛
門
引
渡
無
滞
相
済
候
ニ
付
、
御
懸
り
松
平
右
京
太
夫

殿
、
御
用
番
水
野
出
羽
守
殿
江
以
使
者
左
之
御
届
書
差
出
ス

 

37 

　
　
　
　
　

酒
井
飛
騨
守
御
預
同
心

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
田
又
右
衛
門

 
 

　
　
　

 

右
又
右
衛
門
儀
、
昨
日
以
御
書
付
被
仰
渡
候
通
、
御
鎗
奉
行
能

勢
市
十
郎
組
同
心
明
跡
江
被
仰
付
候
旨
申
渡
、
市
十
郎
申
談
、

今
日
同
人
江
引
渡
申
候
、
此
段
以
使
者
御
届
申
上
候
、
以
上

 
 

　
　
　
　

九
月
廿
六
日　

酒
井
飛
騨
守

 
 

　
　
　

 

右
御
懸
り
松
平
右
京
太
夫
殿
江
差
出
ス
、
上
包
美
濃
紙
折
懸
、

上
書
名
計

 

38 

　
　
　
　
　

酒
井
飛
騨
守
御
預
同
心

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
田
又
右
衛
門
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右
又
右
衛
門
儀
、
御
鎗
奉
行
能
勢
市
十
郎
組
同
心
明
跡
江
可
申

渡
旨
、
昨
日
松
平
右
京
太
夫
殿
以
御
書
付
被
仰
渡
候
ニ
付
、
其

段
申
渡
、
今
日
市
十
郎
江
引
渡
申
候
ニ
付
、
是
迠
之
組
屋
舗
引

拂
候
迠
之
内
異
変
等
御
座
候
節
、
地
所
江
附
候
儀
者
、
私
御
預

之
者
共
一
纏
組
屋
敷
之
儀
ニ
茂
御
座
候
間
、
私
方
ニ
而
取
計
、

身
分
ニ
附
候
儀
者
、
市
十
郎
取
計
候
積
相
心
得
罷
在
候
、
此
段

以
使
者
申
上
置
候
、
以
上

 
 

　
　
　
　

九
月
廿
六
日　

酒
井
飛
騨
守

 
 

　
　
　

 

右
御
用
番
水
野
出
羽
守
殿
江
差
出
ス
、
上
包
美
濃
紙
折
掛
、
上

書
名
計

 

39 

一
右
進
達
書
扣
、
月
番
小
笠
原
備
後
守
江
以
下
手
紙
差
遣
候
、
左
ニ
記

 

40 

　
　
　

申
九
月
廿
六
日
、
御
懸
り
松
平
右
京
太
夫
殿
江
以
使
者
差
出
ス

 

41 

　
　
　

申
九
月
廿
六
日
、
御
用
番
水
野
出
羽
守
殿
江
以
使
者
差
出
ス

 

42 

一
右
ニ
付
同
役
衆
江
左
之
廻
状
差
出
ス

 

43 

　
　
　

 

以
廻
状
致
啓
上
候
、
然
者
、
拙
者
御
預
同
心
近
田
又
右
衛
門
御

鎗
奉
行
能
勢
市
十
郎
組
同
心
明
跡
江
可
申
渡
旨
、
御
書
付
昨
廿

五
日
、
松
平
右
京
太
夫
殿
以
立
阿
弥
御
詰
番
備
後
守
江
被
成
御

渡
候
間
、
御
書
付
之
趣
又
右
衛
門
江
申
渡
、
市
十
郎
江
申
談
候

上
、
今
日
拙
者
与
力
差
添
引
渡
申
候
付
、
其
段
御
用
番
水
野
出

羽
守
殿
并
御
掛
り
右
京
太
夫
殿
江
使
者
を
以
御
届
申
達
候
、
此

段
各
為
御
承
知
、
右
御
書
付
写
別
紙
相
廻
申
候
、
廻
状
御
順
達

留
り
之
従
御
方
御
返
可
被
下
候
、
以
上

 
 

　
　
　
　

九
月
廿
六
日　

酒
井
飛
騨
守

 
 

　
　
　

小
笠
原
備
後
守
様

 
 

　
　
　

安
藤
出
雲
守
様

 
 

　
　
　

戸
田
美
濃
守
様

 
 

　
　
　

牧
野
伊
豫
守
様

 
 

　
　
　

松
平
縫
殿
頭
様

 
 

　
　
　

本
庄
伊
勢
守
様

 
 

　
　
　

堀　

近
江
守
様

 
 

　
　
　

酒
井
大
和
守
様

 
 

　
　
　

五
嶋
伊
賀
守
様

 
 

　
　
　

新
庄
越
前
守
様

 
 

　
　
　

酒
井
但
馬
守
様

 

44 

　

別
紙
緘
添

 
 

　
　
　
　
　

大
御
番
頭
江

 
 

　
　
　
　
　
　
　

酒
井
飛
騨
守
同
心

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
田
又
右
衛
門

 
 

　
　
　

 

右
御
鎗
奉
行
能
勢
市
十
郎
組
同
心
明
跡
江
可
被
申
渡
候
、
尤
、

御
鑓
奉
行
可
被
談
候

 

45 

一
月
番
与
力
江
左
之
紙
面
為
差
遣
候

 

46 

　
　
　

 

以
手
紙
申
入
候
、
然
者
、
近
田
又
右
衛
門
儀
、
今
度
御
鑓
奉
行

能
勢
市
十
郎
様
御
組
同
心
明
跡
江
被　

仰
付
候
付
、
組
屋
敷
引

拂
候
迠
之
内
若
異
変
等
有
之
候
節
、
地
所
江
附
候
儀
者
、
此
方

様
ニ
而
御
取
計
、
身
分
江
附
候
儀
者
、
市
十
郎
様
ニ
而
御
取
計

之
積
、
御
用
番
水
野
出
羽
守
様
江
御
届
被
置
候
間
、
其
旨
御
心

（36）
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得
又
右
衛
門
江
も
御
申
達
置
可
有
之
候
、
以
上

 
 

　
　
　
　

九
月
廿
六
日

 
 

　
　
　

小
柴
誠
十
郎
様

 
 

　
　
　

黒
木
繁
八
様　
　

用
方
四
人

 

47 

一
能
勢
市
十
郎
よ
り
左
之
紙
面
被
差
越
候
間
、
及
相
答

 

48 

　
　
　

 

以
剪
紙
啓
上
仕
候
、
然
者
、
今
日
近
田
又
右
衛
門
儀
、
与
力
衆

被
差
添
御
引
渡
被
下
請
取
申
候
、
且
又
、
昨
夜
同
役
共
よ
り
申

越
候
松
平
右
京
太
夫
殿
御
渡
御
書
付
写
壱
通
、
為
念
入
御
覧
申

候
、
昨
夜
可
申
上
候
処
、
昼
之
内
御
掛
合
も
相
済
候
事
ニ
御
座

候
得
者
、
不
申
上
候
得
共
、
乍
序
右
之
段
も
申
上
候
、
以
上

 
 

　
　
　
　

九
月
廿
六
日

 
 

　
　
　

酒
井
飛
騨
守
様　

能
勢
市
十
郎
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別
紙

 
 

　
　
　
　
　

御
鑓
奉
行
江

 
 

　
　
　
　
　
　
　

大
御
番
頭

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井
飛
騨
守
同
心

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
田
又
右
衛
門

 
 

　
　
　

 

右
御
鎗
奉
行
能
勢
市
十
郎
組
同
心
明
キ
跡
江
申
渡
候
、
尤
、
大

御
番
頭
可
被
談
候

11
月
８
日 

　
　
　

十
一
月
八
日
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一
月
番
與
力
罷
出
、
左
之
届
書
差
出
候
付
、
請
取
為
置
候
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覚

 
 

　
　
　

 

近
田
又
右
衛
門
儀
、
昨
七
日
組
屋
舗
引
拂
申
候
ニ
付
、
此
段
私

共
よ
り
御
届
申
上
候
、
以
上

 
 

　
　
　
　

申
十
一
月
八
日　

小
嶋
七
左
衛
門

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仙
田
善
三
郎

11
月
９
日 

　
　
　

同
九
日
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一
右
ニ
付
左
之
御
届
書
認
、
御
用
番
松
平
和
泉
守
殿
江
以
使
者
差
出
ス

 

53 

＊1　

 

私
元
御
預
同
心
近
田
又
右
衛
門
儀
、
當
九
月
廿
五
日
御
鎗
奉
行

 
 

　
　

 

能
勢
市
十
郎
組
同
心
明
跡
江　

被　
＊2　

仰
付
候
、
其
節　

組
屋

舗
引
拂
候
迠
之
内
異
変
等
御
座
候
節
、
地
所
江
附
候
儀
者
私
御
預

之
者
共
一
纏
組
屋
舗
之
儀
ニ
茂
御
座
候
間
、
私
方
ニ
而
取
計
、
身

分
江
附
候
儀
者
、
＊3　

市
十
郎　

取
計
候
積
相
心
得
罷
在
候
段
、

 
 

＊4　

 

水
野　
＊5　

出
羽
守
殿
江
翌
廿
六
日　

御
届
申
上
置
候
處
、
一
昨

七
日
組
屋
舗
引
拂
申
候
、
此
段
以
使
者
申
上
候
、
以
上

 
 

＊6　

十
一
月
九
日　

酒
井
飛
騨
守

 
 

　
　
　

上
包
美
濃
紙
半
枚
折
掛
上
書
名
計

 
 

＊1
（
掛　

紙
）

　

 
 

　

 

私
元
御
預
与
力
安
藤
源
之
進
儀
、去
月
三
日
以
御
書
付
被
仰
渡
候
通
、

町
奉
行
鳥
居
甲
斐
守
組
与
力
明
跡
江
被
仰
付
候
段
、
可
申
渡
処
、
源

之
進
病
気
ニ
付
難
罷
出
、
快
気
次
第
右
申
渡
旨
、
同
四
日
真
田
信
濃

守
殿
江
申
上
置
候
、
然
ル
処
、
病
気
快
、
同
七
日
罷
出
候
間
、
則
申

渡
、
甲
斐
守
江
引
渡
申
候
、
右
ニ
付
、

 
 

＊2
（
掛　

紙
）

　

 
 

　
（
白　

紙
）
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大番頭御預同心の場所替一件に関する資料（田原　昇）
 

 

＊3
（
掛　

紙
）

　
 
 

　

甲
斐
守

 
 

＊4
（
掛　

紙
）

　

 
 

　

其
節

 
 

　
　

御
手
前
様
江

 
 

＊5
（
押　

紙
）

　

 
 

　
（
抹
消
筆
）

 
 

＊6
（
掛　

紙
）

 
 

　

六
月
九
日　

戸
何
々
守
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一 

右
進
達
扣
、
例
之
通
耳
書
認
、
月
番
本
庄
伊
勢
守
江
以
下
手
紙
為
差

遣
候

 
 

（
裏　

表　

紙
）

（38）
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